
わかもの就労ネットワーク
2017年11月17日、東京中小企業家同友会

の会員を中心に立ち上げた、NPOわかもの
就労ネットワークの総会が開催されました。
会場には、50人を超える企業家、弁護士、
若者支援関係者、研究者、そして当事者の若

者といった多彩な参加者が集いました。プ
レイベントでは、前提として若者の現状を
知ってほしいと若者支援機関のスタッフの
コーディネートのもと、職場体験を活用し
た若者も自身の体験を語ってくれました。

中小企業家同友会のネットワークで若者を育てる
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「普段相談している若者支援機関
の紹介という安心感がある」と
語ってくれたのは、NPO法人教育
サポートセンターNIREに通う若者。
続いて、NPO法人文化学習協同
ネットワークの仕事づくりの現場
に参加する若者は、「そうしたコ
ネでこの現場までたどり着いた。
今はニートとしては不本意ながら
も(笑)、週4日は通ってきている。
これで生きていければいいんです
けど…」と働き方そのものへの問
いを投げかけました。

まずは、若者の問いに
応える現場を開拓する

今総会は、年度途中に立ち上がった
団体の、残りの期（2018年3月まで）
の活動計画について承認を得るもので
す。残り4カ月余の当面の取り組みに
ついて確認されました。

■受け入れ企業の開拓
東京中小企業家同友会会員企業の間で
若者受け入れについての議論を進め、
新たな受け入れ企業を開拓する。

■企業見学会および受け入れ企業への
訪問サポート
若者が企業に見学に行き、職場の雰囲
気を伝える見学会を実施するとともに、
既に若者を受け入れている企業への訪
問を引き続き実施し、若者・企業双方
のサポートを行う。

■新宿および世田谷のサポステとの連
携の具体化
三鷹・練馬のサポステとの連携を行っ
てきているが、さらに新宿および世田
谷のサポステとも連携した取り組みを
進めていく。

■企業経営者向け企画の開催
サポステ説明会や若者との交流会、職
場体験受け入れ講習会を実施する。

共同通信社 ひきこもり連載企画第4部（東奥日報より）
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総会後はじめての12月の理事会では、改めて本
NPOの理念・ビジョンがどんなものなのか、思いを
出し合う機会を設けました。
今後活動を広げていくときに、発信源としての理

事会参加者がどのように私たちの活動を咀嚼し、発
信していくのかということはとても重要だと考えた
からです。11人の参加者からの発言の一部をご紹介
します。

熱い思いが語られた…12月理事会発言から

お知らせ

都内の印刷関連会社にお声掛け
させていただき、若者を受け入
れるということについての意見
交換会を実施します。2018年１
月24日16時より株式会社光陽メ
ディア第２ビル（神楽坂駅より
徒歩5分）にて。

印刷関連企業との
意見交換会

毎月原則第1金曜日に理事会を
開催しています。関心をお持ち
の方は、事前にご連絡いただけ
れば参加いただけます。2018年
は１月12日、２月２日、３月２
日です。場所は株式会社光陽メ
ディア第２ビル（神楽坂駅より
徒歩５分）。

理事会について

眼目は、若者を受け入れ育てる
ことによって働き方改革を展望す
ることです。つまり、若者のニー
ズに応えながら、会員企業の働き
方の相互確認・学習をしていくこ
とで、社員を育て・ともに働いて
いく機能を拡張していく取り組み
だと思います。

いるかどうか、働き方がその人の
魅力を高めてくれているか、それ
らが職場の共有財産になっている
かどうかなどについても考えてい
きたいと思います。それがつまり、
若者が育つ環境になるかどうかと
いうことかもしれません。そうし
たことを、若者のニーズも踏まえ
てつくることが必要ですよね。

若者とともに働く職場へ
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持続可能な
社会をつくりたい

今、中小企業に必要なことは、
自分のところだけ良ければ良いと
いうことではなく、支え合うネッ
トワークをつくることです。その
なかで若者を受け入れ、育てるこ
とに価値を置いていきたいと思い
ます。それが、結果的に個性と多
様性ということが尊重される持続
可能な職場ではないかと考えます。
そうした地域・社会・文化がで

きた暁には、若者が私たちの
フィールドに入ってきてくれると
信じています。これは、10年、20
年後にどんな企業・社会になって
いるのかという話でもあります。
そうした視野の下に、このNPOを
立ち上げ、活動していくことは、
ひいてはそれぞれの事業活動をど
う持続可能にしていくかというこ
とにも必ずつながっていくでしょ
う。

若者を受け入れるということは、
単に仕事を効率よく覚えられるか
ではなく、そもそも、「就労」を
どのように捉えているかというこ
とも考えていかなければと思いま
す。働いていることを実感できて

働くこと・企業のあり方
を問い直したい

対象としての若者像

働く意味を見失う時代

新卒一括採用というルートに乗れ
なかった、あるいは業績主義競争
に疲れ心が折れて退職をしてし
まった若者にとって、就職は高い
壁となります。採用されにくいだ
けでなく、そもそもどんな仕事を
探したらよいのか悩み、ついには
「自分は何がしたいのか」という
問題にも突き当たります。同時に
この問いは、「なぜ働かなければ
ならないのか」といった問いを呼
び込んでしまいがちです。そうし
て立ちすくんでしまった若者たち
が、若者支援機関に訪れます。

若者


